
認
め
て
し
ま
っ
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か

海
賊
退
治
で
自
衛
隊
が
ソ
マ
リ
ア
沖
へ

連
絡
先

　
い
ま
５
５
０
人
の
自
衛
隊
員
が
、
ア

フ
リ
カ
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
自
衛
隊
が
活
動
し

て
い
る
の
は
、
ソ
マ
リ
ア
沖
合
と
ア
デ

ン
湾
の
海
上
、
ソ
マ
リ
ア
の
隣
国
ジ
ブ

チ
で
す
。
日
本
か
ら
１
万
２
０
０
０
キ

ロ
も
離
れ
た
地
で
、
自
衛
隊
は
何
を
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
海

賊
退
治
で
す
。

　
ア
フ
リ
カ
大
陸
東
岸
の
国
、
ソ
マ
リ

ア
は
、
１
９
６
０
年
に
西
欧
の
植
民
地

か
ら
独
立
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

後
も
内
戦
が
絶
え
ま
せ
ん
。
近
年
で

は
、
国
内
の
混
乱
に
乗
じ
て
、
西
欧
や

日
本
の
漁
船
が
周
辺
海
域
で
魚
を
乱
獲

し
、
ま
た
廃
棄
物
の
投
棄
を
行
っ
た
た

め
、
漁
民
た
ち
は
魚
を
獲
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
う

し
た
漁
民
た
ち
が
海
賊
と
な
っ
て
、
ソ

マ
リ
ア
沖
や
ア
デ
ン
湾
を
通
行
す
る
船

を
襲
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
麻
生
政
府
は
、
海
賊
か
ら
日
本
関
連

海賊対策に派遣された自衛隊海賊対策に派遣された自衛隊

　海上自衛隊　護衛艦　　　　　　２隻　海上自衛隊　護衛艦　　　　　　２隻

　海上自衛隊　ヘリコプター　　　４機　海上自衛隊　ヘリコプター　　　４機

　海上自衛隊　Ｐ３Ｃ哨戒機　　　２機　海上自衛隊　Ｐ３Ｃ哨戒機　　　２機

　海上自衛隊　特別警備隊　海上自衛隊　特別警備隊

　陸上自衛隊　中央即応連隊　　　　　陸上自衛隊　中央即応連隊　　　　

　航空自衛隊　Ｃ１３０輸送機　　１機　航空自衛隊　Ｃ１３０輸送機　　１機

※派遣された自衛隊員の合計　約※派遣された自衛隊員の合計　約550550人人

の
商
船
を
守
る
た
め
に
、
自
衛
隊
法
第

８
２
条
「
海
上
に
お
け
る
警
備
行
動
」
を

発
令
し
て
、
自
衛
隊
を
派
遣
し
た
の
で

す
。

　
　
　
　
◆
　
　
　
　
　
◆

　
政
府
が
、
米
国
の
イ
ラ
ク
戦
争
支
援

で
派
遣
し
た
自
衛
隊
員
は
８
０
０
人
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
支
援
で
派
遣
し

た
自
衛
隊
員
は
４
０
０
人
で
す
。
５
５

０
人
の
ソ
マ
リ
ア
派
遣
は
、
日
本
に

と
っ
て
大
き
な
問
題
で
す
。

　
し
か
し
今
回
の
自
衛
隊
派
遣
は
麻
生

政
府
の
一
存
で
決
ま
っ
て
し
ま
い
、
国

会
で
議
論
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
　
　
　
◆
　
　
　
　
　
◆

　
麻
生
政
府
は
自
衛
隊
の
ソ
マ
リ
ア
派

遣
に
法
的
な
根
拠
を
与
え
る
た
め
、
国

会
に
「
海
賊
対
策
法
案
」
を
提
出
し
ま

し
た
。
民
主
党
・
社
民
党
を
は
じ
め
と

し
た
野
党
は
、
法
案
の
成
立
に
反
対
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
民
党
・
公
明

党
の
強
行
に
よ
っ
て
、
法
案
は
成
立
し

て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
◆
　
　
　
　
　
◆

　
憲
法
第
９
条
を
持
つ
日
本
が
、
自
衛

隊
を
ア
フ
リ
カ
ま
で
派
遣
し
て
し
ま
っ

て
い
い
の
で
し
よ
う
か
。
み
な
さ
ん

も
、
一
緒
に
考
え
て
く
だ
さ
い
。

ソマリア沖に派遣された海上自衛隊の護衛艦ソマリア沖に派遣された海上自衛隊の護衛艦「さみだれ」「さみだれ」



　
あ
る
国
の
領
海
で
海
賊
事
件
が
起
き

た
場
合
、
海
賊
を
捕
ま
え
る
の
は
、
そ

の
国
の
沿
岸
警
備
隊
や
海
上
保
安
庁
で

す
。
公
海
上
で
は
、
周
辺
の
国
が
対
処

し
ま
す
。
し
か
し
ソ
マ
リ
ア
は
内
戦
状

態
で
、
海
賊
を
取
り
締
ま
る
力
が
あ
り

ま
せ
ん
。
イ
エ
メ
ン
や
オ
マ
ー
ン
な
ど

周
辺
国
の
沿
岸
警
備
隊
が
力
を
注
い
で

い
ま
す
が
、
神
出
鬼
没
の
海
賊
に
、
対

応
が
追
い
つ
か
な
い
よ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
国
連
安
全
保
障
理
事
会
は
米

国
主
導
で
、
各
国
に
軍
隊
の
派
遣
を
求

め
る
決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。
決
議
が

「
軍
隊
」
を
求
め
た
の
は
、
欧
州
な
ど
で

は
、
海
軍
と
別
に
海
上
保
安
庁
を
持
っ

て
い
る
国
が
少
な
い
か
ら
で
、
軍
隊
の

み
を
求
め
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
◆
　
　
　
　
　
◆

　
日
本
に
は
、
海
上
保
安
庁
が
あ
り
ま

す
。
東
南
ア
ジ
ア
で
海
賊
が
多
発
し
た

時
に
は
、
日
本
の
海
上
保
安
庁
が
東
南

ア
ジ
ア
各
国
の
海
上
保
安
庁
と
協
力
し

て
、
取
り
締
ま
り
に
成
功
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
今
回
、
麻
生
政
府
は
実
績
の

あ
る
海
上
保
安
庁
で
は
な
く
、
自
衛
隊

を
派
遣
し
ま
し
た
。「
海
賊
対
策
法
案
」

も
、
海
賊
対
策
は
第
一
義
的
に
海
上
保

安
庁
と
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
自
衛
隊

の
派
遣
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
◆
　
　
　
　
　
◆

　
金
子
一
義
・
国
土
交
通
大
臣
は
、
海

上
保
安
庁
で
は
海
賊
に
対
応
で
き
な
い

ケ
ー
ス
と
し
て
、
①
海
賊
が
重
武
装
で

●川内博史議員●川内博史議員　「海上保安庁には、　「海上保安庁には、海賊対策の組織があるか。」海賊対策の組織があるか。」

○岩崎貞二○岩崎貞二・・海上保安長官海上保安長官　「海上保安庁警備救難部国際刑事課　「海上保安庁警備救難部国際刑事課

に、に、海賊対策室がある。」海賊対策室がある。」

●川内議員●川内議員　「防衛省　「防衛省・・自衛隊の中にはあるか。」自衛隊の中にはあるか。」

○徳地秀士○徳地秀士・・防衛省防衛政策局長防衛省防衛政策局長　「防衛省　「防衛省・・自衛隊の中に、自衛隊の中に、海海

賊対策のみに専従する組織はない。賊対策のみに専従する組織はない。既存の能力既存の能力・・組織を活用し、組織を活用し、

できることをやる。」できることをやる。」

●川内議員　●川内議員　「海上保安庁は、「海上保安庁は、民間船舶と合同で海賊対策の訓練民間船舶と合同で海賊対策の訓練

を行ったことがあるか。」を行ったことがあるか。」

○岩崎長官○岩崎長官　「東南アジアで年平均１、　「東南アジアで年平均１、２回、２回、沿岸国との海賊対沿岸国との海賊対

処訓練、処訓練、その航海の途中に民間船舶と一緒に海賊対処訓練をその航海の途中に民間船舶と一緒に海賊対処訓練を

行っている。」行っている。」

●川内委員●川内委員　「防衛省　「防衛省・・自衛隊は、自衛隊は、民間船舶と協力して海賊対策民間船舶と協力して海賊対策

の訓練はやっているか。」の訓練はやっているか。」

○徳地局長○徳地局長　「防衛省　「防衛省・・自衛隊は、自衛隊は、民間船舶と協力して海賊防止民間船舶と協力して海賊防止

訓練を行ったことはない。」訓練を行ったことはない。」

　　　　　　　　（衆議院　　　　　　　　（衆議院・・海賊対策特別委員会　４月１５日）海賊対策特別委員会　４月１５日）

○麻生総理○麻生総理　「日本は海に囲まれ、　「日本は海に囲まれ、島国でもあり、島国でもあり、しかも、しかも、資源資源

の大部分を海外から輸入して、の大部分を海外から輸入して、貿易立国をなしている。貿易立国をなしている。従って、従って、

海上輸送の安全確保は優先順位は極めて高いと理解している。」海上輸送の安全確保は優先順位は極めて高いと理解している。」

○○「アデン湾は約１万「アデン湾は約１万20002000 キロ離れていると思うが、キロ離れていると思うが、そこのたそこのた

めに新たに巡視船をもう１台、めに新たに巡視船をもう１台、２台、２台、何台要るのか知らないが、何台要るのか知らないが、

新たに追加保有することは今現時点で考えていない。」　　新たに追加保有することは今現時点で考えていない。」　　

                                （衆議院（衆議院・・海賊対策特別委員会　４月２３日）海賊対策特別委員会　４月２３日）

政府のおかしな国会答弁政府のおかしな国会答弁

　
な
ぜ
政
府
は
、
自
衛
隊
派
遣
に
固

執
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
に

は
、
米
国
の
意
図
が
隠
れ
て
い
ま
す
。

　
ソ
マ
リ
ア
は
貧
困
で
、
社
会
は
不

安
定
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
イ
ス

ラ
ム
武
装
勢
力
が
拡
大
し
て
い
ま

す
。
米
国
は
、
ソ
マ
リ
ア
の
イ
ス
ラ

ム
勢
力
や
海
賊
が
、
ア
ル
カ
イ
ダ
な

ど
の
テ
ロ
組
織
と
結
び
つ
く
こ
と
を

懸
念
し
て
い
ま
す
。
米
国
は
現
在
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
ア
ル
カ
イ
ダ
と

戦
っ
て
い
ま
す
が
、
ア
ル
カ
イ
ダ

が
、
ソ
マ
リ
ア
を
拠
点
に
す
る
こ
と

を
警
戒
し
て
い
る
の
で
す
。

　
米
国
に
と
っ
て
海
賊
対
策
は
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
の
延
長
で
す
。

そ
の
た
め
米
国
は
、
こ
の
地
域
に
同

盟
国
の
軍
隊
を
求
め
て
い
ま
す
。
今

後
、
ソ
マ
リ
ア
で
、
海
賊
や
イ
ス
ラ

ム
勢
力
を
相
手
に
、
米
軍
が
戦
闘
を

起
こ
す
可
能
性
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
戦
闘
に
自
衛
隊
が
参
加
す
れ

ば
、
憲
法
の
禁
じ
る
、「
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
」
と
な
り
ま
す
。

　
戦
争
参
加
に
つ
な
が
る
自
衛
隊
の

海
賊
対
策
派
遣
に
、
反
対
の
声
を
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

あ
る
場
合
、
②
対
処
す
る
海
域
が
日
本

か
ら
遠
い
場
合
、
③
他
国
が
海
軍
で
対

応
し
て
い
る
場
合
―
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
し
か
し
政
府
は
国
会
答
弁
で
、
自
衛

隊
に
は
海
賊
対
処
の
経
験
が
無
い
こ
と

を
認
め
て
い
ま
す
。
ま
た
今
後
、
海
上

保
安
庁
の
巡
視
船
を
、
充
実
さ
せ
る
考

え
も
あ
り
ま
せ
ん
。
政
府
の
姿
勢
は
、

「
は
じ
め
に
自
衛
隊
派
遣
あ
り
き
」
な

の
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
、
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

自
衛
隊
派
遣
に
隠
さ
れ
た
思
惑

海
賊
対
策
は
誰
の
仕
事
？


